
2022年9月期
ミニディスクロージャー誌
（営業のご報告）

あるべき姿・方向性
（ビジョン）

使命
（ミッション）

行動の規範
（プリンシプル）

Philo
so
p
hy

経
営
理
念 

私たちは
信頼される金融グループとして

みなさまの期待に応える
サービスを提供し
地域社会の発展に貢献し続けます
変化に果敢に挑戦し
新たな価値を創造します

新潟県新潟市中央区東堀前通七番町1071番地1
2018年10月1日
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300億円
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株主優待制度のご案内（2022年9月30日現在）

株式会社 第四北越フィナンシャルグループ
〒951-8066　新潟県新潟市中央区東堀前通七番町1071番地1
TEL 025-224-7111（代表）
https://www.dhfg.co.jp
2022年11月発行

対象の株主さま

内容

毎年3月31日を基準日とし、100株（1単元）
以上の株式を継続して1年以上保有（毎年3月
31日および9月30日現在の当社株主名簿
に、同一株主番号で連続して3回以上記録）
する株主さまを対象とします。

以下の２つのカタログのいずれかより、保有
株式数に応じてお好みの優待品をお選びい
ただきます。
①地元新潟県の特産品および各種寄付コー
スを掲載したカタログ
②TSUBASAアライアンス共同企画として
他県の特産品を掲載したカタログ

《優待基準》

保有株式数 優待品の金額

100株以上1,000株未満 2,500円相当

1,000株以上 6,000円相当

第四北越銀行は、
21世紀金融行動原則に
署名しています。

このディスクロージャー誌は、
植物油インキで
印刷しています。

見やすいユニバーサル
デザインフォントを
採用しています。

第四北越フィナンシャルグループと
TSUBASAアライアンスは、
SDGs宣言を制定しています。

第四北越FG（連結）

親会社株主に
帰属する中間純利益

123
億円

＋ 47億円
前年同期比

自己資本比率

10.46
％

＋ 0.12pt
前年同期比

第四北越銀行（単体）

コア業務純益

209
億円

＋ 95億円
前年同期比

中間純利益

91
億円

＋ 31億円
前年同期比

預金等残高

8兆4,237
億円

＋ 2,119億円
前年同期末比

貸出金残高

5兆2,037
億円

＋ 1,644億円
前年同期末比

寄付型私募債による
寄付実績

累計177
百万円

（2022年9月末時点）

女性管理職比率
（代理級以上）

25.6
％

（2022年9月末時点）



トピック ス  

サステナビリティ経営の実践に向けた当社の取り組み

2023年、第四北越フィナンシャルグループ設立５周年、第四北越銀行創立150周年を迎えます。

　当社は、お客さまのサステナビリティへの取組みを積極的に支援
するため、融資、投資（出資含む）、リース取引などのいわゆるサス
テナブルファイナンスの目標を1.5兆円（2021年度～2030年度
累計実行額）に設定しました。また、当社グループにおける2030年
度のCO２排出量を2013年度比で65%削減する「CO２排出量削
減目標」を設定しました。
　新潟県内最大の金融・情報サービスグループとして、自社の企
業活動によって生じる環境負荷を低減するとともに、目標達成に向
けた取り組みを通じて、脱炭素化などに関する知見やノウハウをお
客さまに還元することで、地域を取り巻く環境課題や社会課題の解
決に向けたサステナビリティへの取り組みを推進してまいります。

※Scope1　事業者自らによる温室効果ガス
の直接排出のこと。

※Scope2　他社から供給された電気、熱、蒸
気の使用に伴う温室効果ガスの
間接排出のこと。

サステナブルファイナンス目標

2021年度

901億円

2030年度

1.5兆円

2030年度目標
2021年度～累計実行額

CO2排出量削減目標

2013年度 2030年度2021年度

▲30%減
▲65%減

2030年度目標
2013年度比

（Scope1・2）※

新築店舗において新潟県内初となる『ZEB』認証を取得

　2022年９月、第四北越銀行の新築店舗「関屋支店」において、一次
エネルギー消費量の100％削減を達成することが認められ、新潟県内
“初”（2022年７月13日交付日）となる『ZEB※』認証を取得しました。 
　第四北越銀行では、「関屋支店」の新築にあたり、脱炭素社会の
実現に貢献する観点から、外壁や屋根の高断熱化、自然換気シス
テム、LED照明などの省エネルギー設備を導入し、創エネルギー
設備として屋上に太陽光発電設備を設置することで、CO２排出量
削減などの環境負荷低減に取り組み、『ZEB』の基準値となる一次
エネルギー消費量100％削減を実現しました。 
　また、新築予定の「白根支店」（2022年11月）および「加茂支店」
（2023年１月）では、一次エネルギー消費量75%以上削減を実現
する「Nearly ZEB」認証を取得しました。

※　ZEB（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）
Net Zero Energy Building の略称で、快適な室内環境を実現しながら、省エネル
ギー設備や創エネルギー設備の導入により、一次エネルギー消費量をゼロにすること
を目指した建物。エネルギー消費量の削減率に応じて３段階に分類される。 
『ZEB』：100％以上、Nearly ZEB：75％以上、ZEB Ready：50％以上

「加茂支店」 完成予想図「関屋支店」 屋上の創エネ設備

1917
第四銀行に商号変更
1896年商号を「新潟銀行」としたが、依然、お客さまから
「だいし」と親しまれており、「第四銀行」に商号変更

長岡六十九
銀行設立

1942

六十九銀行と
長岡銀行が
合併し、誕生

1878
第六十九国立銀行創業
戊辰戦争後、経済復興のために
現在の長岡市に誕生

1896
長岡銀行創業
石油産業の活況や鉄道会社の設立など、
経済の振興に伴い、現在の長岡市に誕生 

1873
第四国立銀行創立
日本で３番目の国立銀行として
現在の新潟市に誕生 第四北越

フィナンシャルグループ誕生

2018
第四北越銀行誕生
2021

長岡市に第四北越
フィナンシャルグループの
新たな営業拠点が誕生します

2023

詳細はこちらの
ニュースリリースを
ご覧ください ▼ ▼

北越銀行に
商号変更

1948

「第四北越りとるばんく」の全面リニューアル

　第四北越銀行では、スマートフォン向けアプリ「第四北越りと
るばんく」の全面リニューアルを実施しました。お客さまの利便
性の向上を図るため、複数口座の残高や最大３年間の入出金
明細を確認できるようになったほか、カードローン口座の借入・
返済のお取り引きやご本人名義の口座間の振替取引も新たに
ご利用いただけるようになりました。 

第四北越  りとるばんく

iPhone
はこちら

Android
はこちら

第四北越FG設立5周年
第四北越銀行創立150周年


